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　●経費の内訳

　・委員報酬（4人） 円

　・市町村教育委員会連合会負担金 円

合計 円2,238,385

2,207,999

30,386

　定期的な教育委員会の開催を行い、安来市教育大綱に基づき教育問題への対処、教育行政の円滑化、活性化を
図った。

【教育委員会費】 2,238,385円 0円 0円 0円 2,238,385円

一般財源

人件費コスト  B 0.8人役 5,632,800 円 総事業費　　A+B 7,871,185 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,238,385 円

事業進捗度 － 教育委員会費

当 初 予 算 額 2,459,000 円

目
的

市教育行政の活性化を図る。

予 算 現 額 2,239,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 教育委員会費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

決算事項別明細書 P107

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

2,238,385 円
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使用料

　●経費の内訳

　・交際費 円

　・需用費 円

　・役務費 円

　・負担金補助及び交付金 円

合計 円

・交付校　4校（十神小、島田小、飯梨小、山佐小）

0円 95,000円

　安来市小学校のPTA活動の推進を図り、もって教育振興の拡充に資するため安来市PTA活動交付金を交付した。

1,800,986

2,627,395

【安来市PTA活動交付金交付事業】 95,000円 0円 0円

524,749

242,490

　学校配布物印刷、各種負担金等、事務局の円滑な運営を行った。

59,170

【事務局運営事業】 2,627,395円 0円 0円 2,627,000円 395円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,520,500 円 総事業費　　A+B 6,242,895 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

2,722,395 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,627,000 円

一 般 財 源 95,395 円

事業進捗度 － 事務局費

当 初 予 算 額 7,016,000 円

目
的

教育委員会事務局の円滑な事務運営を実施
する。

予 算 現 額 4,845,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 事務局費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

決算事項別明細書 P109

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課
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独立行政法人スポーツ振興センターと学校設置者との契約により、学校の管理下における児童生徒等

の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）に対し災害給付金（医療費、障害見舞金又は死亡見舞金）の支

給を行った。

各学校の教職員を対象に健康診断、胃がん検診及びB型肝炎抗体検査を実施した。

・受診者数：健康診断186人　　胃がん検診34人　　B型肝炎抗体検査20人

各小学校における飲料水検査を実施し、施設の衛生管理に努めた。

・対象校：8校

小学校就学予定者を対象に、内科、歯科、耳鼻咽喉科及び眼科医による健康診断や視力・聴力測定

及び知的発達スクリーニング検査を実施した。

学校管理下において被災した児童生徒について、医療機関での診察が必要であると判断した場合、

タクシー等による移送を行った。

実施回数：5回

安来市医師会、安来市学校歯科医会及び安来市学校薬剤師会の各代表、保健主事、養護教諭等で構

成する安来市学校保健会に対する負担金。

学校保健功労者への表彰、学校保健に関する研修、さらには保護者も対象とした講演会を開催する

など、学校医や学校薬剤師、養護教諭等が連携し学校保健の普及と向上に努めた。

永久歯のむし歯予防対策として効果が高いとされるフッ化物によるフッ化物洗口を実施し、学童期

のむし歯本数の低減を図った。

【フッ化物洗口事業】 37,558円 0円 0円 0円 37,558円

【学校保健会】 148,300円 0円 0円 0円 148,300円

【医療機関移送】 13,770円 0円 0円 0円 13,770円

【就学時健康診断】 1,158,328円 0円 0円 0円 1,158,328円

【教職員健康診断及び各種検査】 2,791,217円 0円 0円 0円 2,791,217円

【災害給付金】 2,652,630円 0円 0円 1,218,540円 1,434,090円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,520,500 円 総事業費　　A+B 10,322,303 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

6,801,803 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,218,540 円

一 般 財 源 5,583,263 円

事業進捗度 － 事務局費

当 初 予 算 額 7,755,000 円

目
的

児童生徒、教職員の健康状態を把握し、そ
の保持増進を図る。

予 算 現 額 7,165,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 保健事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

決算事項別明細書 P109

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課
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県

基金

それぞれの地域において、様々な知識や技能を持った「ひと」との関わりを大切にしながら、安来

の教育資源となる「ひと」「もの」「こと」を活用し、児童・生徒の発達段階に応じて「見る・ふ

れる・知る・理解する・考える・実践する・発信する」の視点をあてた学習活動を実施し、地域に

貢献する心情を育成した。

全国学力学習状況調査における「地域行事への参加」について肯定的な回答をした児童・生徒の割合

　※全国学力学習状況調査が、新型コロナウイルス感染症対策のための小中学校の臨時休業の

　　影響を考慮し、中止となった。

安来節の男踊りの練習をする中学生 地域防災について学ぶ小学生

※令和2年度は新型コロナウィルス感染症対策のため中止となった。

(事業概要）

島根県の中学校道徳教材に採用された「加納莞蕾」に関連付け、加納美術館において名誉館長から

直接講話を聞くなどし、平和を大切に思う心情をより育むとともに、ふるさとを誇りに思う心情を

醸成する。

【ふるさとに根ざした道徳教育推進事業】 0円 0円 0円 0円 0円

全国学力調査の生徒質問紙への回答割合（地域行事への参加）　中学生（％） 60.0 0 △ 60.0

全国学力調査の児童質問紙への回答割合（地域行事への参加）　小学生（％） 80.0 0 △ 80.0

成果指標 目標値 実績値 差引

成果指標 目標値 実績値 差引

【ふるさと教育推進事業】 7,321,200円 2,345,000円 0円 4,000,000円 976,200円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 8,729,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

7,321,200 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,345,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,000,000 円

一 般 財 源 976,200 円

事業進捗度 － 事務局費

当 初 予 算 額 7,325,000 円

目
的

家庭や地域と連携し、地域の教育資源を活
用できる「ふるさと」を切り口に児童・生
徒の豊かな人間性や社会性を育む。予 算 現 額 7,357,000 円

決 算 額

中事業 生涯学習の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 ふるさと教育推進事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

決算事項別明細書 P109

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課
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【外国語指導事業】

市内各小中学校、幼稚園、保育所、認定こども園へ外国語指導助手（ALT）6名を配置し、

児童・生徒等がALTと接することにより、ネイティブな音声表現に触れることで、外国語

（英語）でコミュニケーションを図るための素地と、語学を通して他国の文化への興味・関

心を養うとともに、コミュニケーション能力の向上を図った。

●主な事業費

・外国語指導助手報酬 円

・社会保険料等 円

・費用弁償 円

・自治体国際化協会負担金等 円

・消耗品費等 円

※新型コロナウィルス感染症対策のため1学期は全ての訪問が中止となり10月から実施した。

外国語指導助手と中学生とのイングリッシュスクール

【英語力向上事業】

※令和2年度は新型コロナウィルス感染症対策のため、予定していた全ての事業が中止となった。

(事業概要）

英語に関心のある児童生徒を対象にALTや英語教員とともに行うイングリッシュキャンプ

の実施などを通じて、安来市内の小中学校の児童生徒の英語力向上を図る。

実績値

未就学児の幼児が英語に親しむ活動の実施（15所園）2.5週間に1回 100% 100%

0円 0円 0円 0円 0円

2,618,337

607,345

466,830

136,628

成果指標 目標値

17,231,953

21,061,093円 0円 0円 51,697円 21,009,396円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 23,173,393 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

21,061,093 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 51,697 円

一 般 財 源 21,009,396 円

事業進捗度 － 教育支援事業費

当 初 予 算 額 28,636,000 円

目
的

各幼稚園、保育所、認定こども園、小中学
校に外国語指導助手（ALT）を配置し、児
童・生徒の国際理解の促進や英語によるコ
ミュニケーション能力の向上を図る。

予 算 現 額 25,491,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 外国語指導事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

決算事項別明細書 P109

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課
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国
県

基金外

指導講師及び該当校に支援員を配置し、個別に配慮を必要とする児童・生徒に対する支援を行う

とともに、研修会等を通じて教職員の指導や支援等の向上を図った。

また、小学校と中学校に支援員を配置し、特別支援教育の充実を図った。

指導講師による各校での職員研修や指導助言、学校人権・同和教育推進連絡協議会を通じ中学校区

毎の研究会開催や講演会の開催などにより市内幼稚園・小中学校の人権・同和教育の推進を図った。

いじめ相談窓口相談員を配置し、教育相談の視点から教育支援センターとの連携を強化し、

不登校相談やいじめ防止に関する専門的な教育相談を行った。また、いじめの早期発見・

対応のためのアンケート調査を実施し、支援の必要な児童等への対応を行った。

子どもと親の相談員を配置し、児童の悩み相談、家庭と地域、小中学校間や児童福祉施設等との

連携支援を行った。

児童・生徒の様々な環境に働きかけたり関係機関等とのネットワークを活用するなど多様な支援

を行うことで、いじめや不登校などの生徒指導上の課題に対応した。

※新型コロナウイルス感染症対策教育支援体制整備事業費補助金充当事業

※島根県学習指導員配置事業補助金充当事業

小児科医師等による面接相談や発達相談等を行うとともに、支援が必要と思われる幼児とその保

護者に対し継続した電話相談の実施や「すこやか教室」での療育を行った。

島根県から派遣された3名の指導主事により、特別支援教育や児童・生徒の学力向上支援等、多

岐にわたる教育課題について指導や支援を行った。

【指導主事派遣事業】 11,943,000円 0円 0円 0円 11,943,000円

市内小中学校に学習支援員を計33名配置し、コロナ禍における学習活動の支援を図った。

【就学移行支援事業】 385,160円 0円 0円 0円 385,160円

【教育支援体制整備事業】 20,738,269円 20,467,000円 0円 0円 271,269円

【スクールソーシャルワーカー配置事業】 2,020,000円 2,020,000円 0円 0円 0円

【子どもと親の相談員配置事業】 822,500円 822,500円 0円 0円 0円

【いじめ防止対策推進事業】 3,154,556円 732,000円 0円 33,242円 2,389,314円

【学校人権同和教育事業】 3,398,084円 0円 0円 31,273円 3,366,811円

【特別支援教育事業】 34,635,545円 0円 0円 58,744円 34,576,801円

一般財源

人件費コスト  B 1.5人役 10,561,500 円 総事業費　　A+B 124,095,418 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

113,533,918 円

財
源
内
訳

国・県支出金 27,780,014 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 28,276,146 円

一 般 財 源 57,477,758 円

事業進捗度 － 教育支援事業費

当 初 予 算 額 112,397,000 円

目
的

児童・生徒の個性に応じた教育の推進及び
家庭や地域に対する働きかけにより、教育
力の向上を図る。予 算 現 額 129,535,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 教育支援事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

決算事項別明細書 P109

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課



生活保護世帯及び特別支援学級に在籍する児童・生徒の世帯に対し援助費の支給を行った。

また、安来市就学援助規則の対象となる児童・生徒に対し援助費の支給を行った。

新学習指導要領の全面実施に向け、教育のICT環境の整備を行った。

また、その一環として情報活用教育推進指導講師を1名（8月より2名）配置することにより、ICT

機器を活用した情報活用教育の推進、情報モラル教育の推進、図書館活用教育充実のために学習

編成や研修等について指導助言を行った。

教科書改訂を目的とした松江採択地区教科用図書選択協議会運営のための負担金。

令和2年度は中学校全教科の教科書採択を行った。

【連携教育推進事業】

各中学校区ごとに小中学校が相互の連絡調整や研修会等の実施、さらには保護者や地域への啓発

を行うなどし、児童・生徒の学力向上や生徒指導上の諸課題の解決に取り組んだ。

※新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

教育委員会に情報活用教育推進指導講師を雇用し、小中学校のオンライン授業等がスムーズに実施できる

よう支援を行った。また、コロナウィルス感染蔓延により海外から緊急帰国した児童の支援のために該

当校に９月から日本語サポーターと学習支援員を配置した。

0円

【ICT環境整備事業】

小学校でのICT機器を活用した授業

1,000,000円 0円 0円 700,000円 300,000円

【児童生徒学習支援事業・帰国者学習支援事業】 2,460,514円 2,460,514円 0円 0円

【教科用図書選択協議会事業】 108,803円 0円 0円 0円 108,803円

【ICT環境整備事業】 4,055,146円 0円 0円 52,887円 4,002,259円

【就学援助事業】 28,812,341円 1,278,000円 0円 27,400,000円 134,341円
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心理的・情緒的な要因で登校できない状態や集団に適応できない状態にある児童・生徒の学校復帰

及び社会的自立を目指した支援の場として、教育支援センター『あすなろ』を設置。保護者や教職

員を含めた教育相談、児童生徒一人一人の状況に合わせた学習活動などの個別支援や少人数集団で

のさまざまな体験活動を通じ、学校復帰等社会的自立への支援を行った。また心のかけ橋教室（通

所生・市内小中学校における登校できない状況にある児童・生徒を対象とした体験活動）の活動も

行った。

主な事業費

会計年度任用職員報酬・職員手当 13,134,911円

共済費 1,130,569円

消耗品費 269,819円

光熱水費 346,979円

環境整備委託料 169,400円

器具費 176,495円

　　調理実習 　　レクリエーション活動

【教育支援センター運営事業】 15,635,683円 0円 0円 12,520,525円 3,115,158円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 17,747,983 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

15,635,683 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 12,520,525 円

一 般 財 源 3,115,158 円

事業進捗度 － 教育支援事業費

当 初 予 算 額 17,587,000 円

目
的

心理的・情緒的な要因で学校へ登校できな
い状態や集団に適応できない状態にある児
童・生徒の支援を行う。予 算 現 額 17,587,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 教育支援センター運営事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

決算事項別明細書 P109

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課
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20 会計 01

28 款 10

項 01

目 03

A

県

諸収入

子ども読書活動推進事業交付金（県1/2）を活用し、各小中学校図書館に司書1名を配置し、

児童・生徒の読書活動の促進を行った。

また、学校図書館に「読書センター」、「学習センター」等の機能を持たせ、学校図書館を活用した

授業が展開されることで、児童・生徒の豊かな心と思考力・表現力等の育成を図った。

学校図書館支援センタースタッフ配置による支援や学校司書等に対する研修等を実施することで、

学校図書館機能の充実を図った。

（ソーシャルディスタンスに配慮した） 図書館での本の貸し出しの様子

プロジェクターによる読み聞かせの様子

学校図書館を活用した授業実践に関する研究を行う研究校を指定し、研究の成果を広く公開するこ

とにより、学校図書館活用教育普及を図る事業。安来市においては第一中学校と第三中学校を指定

し、公開授業等を実施し、市内小中学校の学校図書館活用教育の充実を図った。

【学校図書館活用教育研究事業】 600,000円 600,000円 0円 0円 0円

児童・生徒一人あたり年間図書貸出数（冊） 70 71 1

【学校図書館活性化事業】 3,945,269円 0円 0円 4,847円 3,940,422円

成果指標 目標値 実績値 差引

【学校司書等配置事業】 42,444,020円 13,753,000円 0円 108,680円 28,582,340円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 49,101,589 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

14,353,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 113,527 円

一 般 財 源 32,522,762 円

当 初 予 算 額 50,254,000 円

目
的

読書活動と学校図書館活用教育の推進を図
る。

予 算 現 額 48,057,000 円

決 算 額 46,989,289 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

事業進捗度 － 教育支援事業費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 学校図書館活性化事業費

決算事項別明細書 P109
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20 会計 01

34 款 10

項 02

目 01

A

使用料外

　●経費の内訳

　・報酬 円

　・職員手当 円

　・共済費 円

　・需用費 円

　・役務費 円

　・委託料 円

　・使用料及び賃借料 円

　・原材料費 円

　・備品購入費 円

合計 円

4,124,465

177,636,762

4,620,242

88,155,791

11,175,467

19,904,918

22,751,232

499,961

24,072,694

2,331,992

 学校を運営していく上で必要な経費を確保し、学校運営の充実を図った。また、設置設備等の安全な運転と法令等
を遵守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行した。      　　　                             ・
市内小学校（17校）

【小学校施設維持・管理】 177,636,762円 0円 0円 2,967,445円 174,669,317円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 7,745,100 円 総事業費　　A+B 185,381,862 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

177,636,762 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,967,445 円

一 般 財 源 174,669,317 円

事業進捗度 － 学校管理費

当 初 予 算 額 193,246,000 円

目
的

小学校を運営していく上で必要な経費を確
保し、学校の維持管理を行う。

予 算 現 額 190,644,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

決算事項別明細書 P111

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課
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20 会計 01

37 款 10

項 02

目 01

A

基金外

  ・学校給食実施校　 17校（全小学校）

  ・自校給食実施校　　6校

  ●経費の内訳

  ・報酬 円

  ・職員手当等 円

  ・共済費 円

  ・旅費 円

  ・需用費 円

  ・役務費 円

  ・委託料 円

  ・備品購入費 円

合計 円

  ●各学校の給食費単価

  ・島田小学校 275 円

  ・比田小学校 300 円

  ・山佐小学校 300 円

  ・布部小学校 300 円

  ・井尻小学校 280 円

  ・赤屋小学校 300 円

  ・十神小学校

  ・社日小学校

  ・宇賀荘小学校

  ・南小学校

  ・能義小学校

  ・飯梨小学校 265 円（センター給食）

  ・荒島小学校

  ・赤江小学校

  ・広瀬小学校

  ・安田小学校

  ・母里小学校

1,068,450

25,021,160

915,375

1,780,583

25,400

3,416,359

932,918

207,900

【備品購入費購入品の一部】

16,674,175

母里小　配膳車

地元食材を使用した給食献立

　学校給食の衛生管理及び提供体制を整え、児童に対し安全で安心な給食を提供したとともに、食育の推進を図っ
た。

【小学校給食管理事業】 25,021,160円 0円 0円 17,030,852円 7,990,308円

一般財源

人件費コスト  B 9.0人役 63,369,000 円 総事業費　　A+B 88,390,160 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

25,021,160 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 17,030,852 円

一 般 財 源 7,990,308 円

事業進捗度 － 学校管理費

当 初 予 算 額 28,228,000 円

目
的

学校給食の衛生管理を徹底し、より安全で
安心できるおいしい給食を児童に提供す
る。予 算 現 額 25,920,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校給食管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

決算事項別明細書 P111

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課
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20 会計 01

40 款 10

項 02

目 01

A

国

へき地児童生徒援助費等補助金（保健管理費）を活用し、学校医（内科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科）に

よる定期健康診断を実施した。児童の健康状態を把握するとともに、疾病の予防及び治療に

ついて指導を行った。

・対象学年　内科，眼科，歯科：全学年　　耳鼻咽喉科：1・2・5学年

・血液検査、尿検査、心電図検査を実施し、児童の健康状態を把握し、疾病予防に努めた。

・対象学年　血液検査：5学年　尿検査：全学年　心電図検査：1・4学年

インフルエンザの予防対策として、マスク、ハンドソープ、加湿器等を購入し各施設へ配布する

とともに、手洗いやうがいの励行を指導した。

インフルエンザ対策事業で購入した簡易ベッド（南小学校）

【インフルエンザ対策事業】 385,908円 0円 0円 0円 385,908円

【各種検査】 2,746,381円 0円 0円 0円 2,746,381円

【定期健康診断】 5,668,300円 313,000円 0円 0円 5,355,300円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 10,912,889 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

313,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 8,487,589 円

当 初 予 算 額 8,865,000 円

目
的

学校医と連携を図り、児童の健康管理を充
実する。

予 算 現 額 9,115,000 円

決 算 額 8,800,589 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

事業進捗度 － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校保健管理費

決算事項別明細書 P111



20

20 会計 01

43 款 10

項 02

目 01

A

国1/3

過疎

基金

　●経費の内訳

　・需用費

　・委託料

　・工事請負費

　・公有財産購入（赤屋小用地購入）

合計

　●主な工事内容

　・屋内運動場照明設備改修工事（安田、島田、荒島、広瀬）

　・空調設備等改修工事（飯梨、安田、母里、比田）

　・トイレ改修工事（赤江、島田、安田、布部、飯梨）

　・体育施設改修工事（安田、島田、荒島、広瀬）

　・屋上防水改修工事（南、赤江）

島田小学校屋内運動場トイレ改修工事前 島田小学校屋内運動場トイレ改修工事後

　※翌年度繰越額 円   （新型コロナウイルス感染症防止対策事業）

3,742,200 円

21,500,000

4,923,776 円

66,509,857 円

17,470,200 円

5,577,000 円

4,462,700 円

6,556,000 円

4,449,500 円

57,118,600 円

　小学校を運営していく上で、施設の破損、劣化等による危険箇所を確認し、維持修繕、工事を実施した。

17,981 円

【小学校整備費】 66,509,857円 10,448,000円 34,500,000円 17,000,000円 4,561,857円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 73,550,857 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

66,509,857 円

財
源
内
訳

国・県支出金 10,448,000 円

地　方　債 34,500,000 円

そ　の　他 17,000,000 円

一 般 財 源 4,561,857 円

事業進捗度 － 学校管理費

当 初 予 算 額 73,132,000 円

目
的

施設の維持管理の徹底及び教育環境の安全
確保と向上を図る。

予 算 現 額 89,442,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

決算事項別明細書 P111

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課



【繰越明許】

20

20 会計 01

43 款 10

項 02

目 01

A

国1/2

学校教育施設

　校内ネットワークの整備のため、調査委託、環境整備委託を行った。

　●経費の内訳

　・委託料

　●主な業務内容

　・校内LAN整備（校舎、屋内運動場）

　・電源キャビネット設置

（電源キャビネット（充電保管庫）） （アクセスポイント設置）

55,213,510 円

【小学校教育ICT環境整備事業】 55,213,510円 27,607,000円 27,600,000円 0円 6,510円

一般財源

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 55,213,510 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

55,213,510 円

財
源
内
訳

国・県支出金 27,607,000 円

地　方　債 27,600,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 6,510 円

事業進捗度 － 学校管理費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

教育のICT化により、児童1人1台端末環境
で支障なく学習活動が行えるよう校内ネッ
トワークの整備を行う。予 算 現 額 102,000,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

決算事項別明細書 P111

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課
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20 会計 01

44 款 10

項 02

目 01

A

国

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

※学校保健特別対策事業費補助金充当事業

新型コロナウイルス感染症対策として、各小学校において消毒用アルコール、マスク、空気清浄機や

暖房器具等を購入し、感染予防対策を徹底しつつ、児童の学びの保障に努めた。

小学校保健特別対策事業費で購入した空気清浄機（宇賀荘小学校）

【小学校保健特別対策事業費】 17,364,406円 17,364,406円 0円 0円 0円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 18,772,606 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

17,364,406 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 0 円

当 初 予 算 額 0 円

目
的

新型コロナウィルス感染症に対し、感染予
防対策を徹底しつつ、児童の学びを保障す
る。予 算 現 額 17,500,000 円

決 算 額 17,364,406 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

事業進捗度 － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校保健特別対策事業費

決算事項別明細書 P111



20

20 会計 01

46 款 10

項 02

目 02

A

国
県

基金

・授業等で必要となるデジタル教科書、教材、図書を計画的に整備した。

・教科書改訂に伴う指導書等を購入した。

・通学距離が4km以上（特別の事情がある場合は2km以上）の児童に対して、広域生活バス定期券

購入額（1年につき11ヶ月分を限度）を補助する。広域生活バスが利用できない児童に対しても

年額9,000円以内の額を補助する。遠距離通学の児童162名に通学費を補助することにより、保護者の

経済的負担の軽減と義務教育の円滑な実施を図った。

理科教育等設備整備補助金（国1/2）を活用し理科等にかかる教材の充実を図った。

新学習指導要領の全面実施に向け令和元年度に通常学級に配置した大型提示装置のリース料の支払い

と、令和3年3月に導入した授業支援ソフトの使用料の支払いを行った。

小学校3・4学年を対象に社会科副読本「わたしたちのふるさと安来（改訂15版）」を作成

配布して、児童に対して安来市の理解を図った。

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

※公立学校情報機器整備費補助金

新型コロナウイルス感染防止のため休校となった場合、児童生徒の学びを確保するため、1人1台の

端末（1,443台）を導入した。また、特別支援教室等に大型提示装置（17台）を配置した。

【小中学校タブレット端末整備事業】 102,926,677円 102,926,677円 0円 0円 0円

【社会科副読本作成事業】 2,550,000円 0円 0円 2,550,000円 0円

【ICT環境整備事業】 20,220,000円 0円 0円 9,000,000円 11,220,000円

【理科教育等設備整備事業】 3,914,966円 1,957,000円 0円 0円 1,957,966円

【小学校教育振興費】 46,470,969円 27,000円 0円 33,450,000円 12,993,969円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,520,500 円 総事業費　　A+B 180,750,172 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

106,057,737 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 45,000,000 円

一 般 財 源 26,171,935 円

当 初 予 算 額 63,836,000 円

目
的

児童の学習環境を整えることにより、児童
の学習意欲の向上を図り、創造性豊かな学
習を実践する。予 算 現 額 180,273,000 円

決 算 額 177,229,672 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

事業進捗度 － 教育振興費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校教育振興費

決算事項別明細書 P111



※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

修学旅行の移動中の密集を避けるためバスの増便を行った。

また、修学旅行等をキャンセルした場合のキャンセル料の支払いを行った。

【ICT環境整備事業】 【社会科副読本作成事業】

大型掲示装置を利用した授業 　改訂15版　表紙

【小中学校修学旅行支援事業】 1,147,060円 1,147,060円 0円 0円 0円

令和2年度 修学旅行実施状況（小学校）

実施日 行き先 キャンセル料 バス増便料

十神小学校  11/18～19 島根県 237,200

社日小学校 11/9～10 広島県・島根県 252,000

島田小学校  3/3～4 広島県・島根県 40,330

宇賀荘小学校

南小学校  11/19～20 島根県 31,900

能義小学校  11/12～13 広島県・島根県 35,310

飯梨小学校  10/15～16 島根県

荒島小学校 18,700

赤江小学校  10/28～29 広島県・島根県 272,620

広瀬小学校  11/26～27 広島県・島根県 259,000

比田小学校  11/26～27 島根県

山佐小学校  11/26～27 島根県

布部小学校  11/26～27 島根県

安田小学校  11/20 島根県

母里小学校  11/20 島根県

井尻小学校  11/20 島根県

赤屋小学校  11/20 島根県

合計 18,700 1,128,360

修学旅行は隔年実施されており、令和2年度は実施年にあたらなかった。

中止

学　校　名
実施状況 支払実績
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項 02

目 02

A

比田・山佐・布部各地区において、遠距離通学となる児童が円滑に登下校できるように

スクールバスを運行した。

また、市内の小中学校の校外活動のための特別臨時便を運行した。

※新型コロナウィルス感染症対策として、移動中の密集を避けるためバスを増便して運行した。

（スクールバス運行コース）

・東比田地区～比田小学校　

・奥田原地区～山佐小学校　

・西谷地区～下布部地区～布部小学校

運行路線

比田小学校：東比田地区～学校までの区間　約46.8km（往復）

山佐小学校：奥田原地区～学校までの区間　約34.0km（往復）

布部小学校：西谷地区・踊原地区～学校までの区間　約48.0km（往復）

※3地区ともに登校時は1便、下校時は学年による下校時刻の違い等に対応するため2便で運行。

利用者数

比田小学校：13名（ただし、冬季は積雪により4名増。計17名）

山佐小学校：9名

布部小学校：3名

【スクールバス運行事業】 9,675,003円 0円 0円 0円 9,675,003円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 11,083,203 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

9,675,003 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 9,675,003 円

事業進捗度 － 教育振興費

当 初 予 算 額 9,770,000 円

目
的

比田地区・山佐地区・布部地区の小学校に
おいて、通学が困難な児童が円滑に登校で
きるようにする。予 算 現 額 9,770,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 スクールバス運行事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

決算事項別明細書 P111
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項 03

目 01

A

国

使用料外

  ・市内中学校（5校）

  ●経費の内訳

  ・報酬 円

  ・職員手当 円

  ・共済費 円

  ・需用費 円

  ・役務費 円

  ・委託料 円

  ・使用料及び賃借料 円

  ・原材料費 円

  ・備品購入費 円

  ・負担金補助及び交付金 円

合計 円

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

0円 0円 0円

　新型コロナウイルス感染症の対応として、6月に開催をしていた市総体を延期し夏に開催したことに伴う、感染症
予防及び熱中症予防対策費を負担金として交付した。
　また、文化部活動の発表の場として開催した「音楽のつどい」の開催にあたり負担金を交付した。

1,189,568

1,597,736

66,167,903

【新型コロナウイルス感染症対策事業】 599,000円 599,000円

1,401,852

31,546,238

5,398,048

8,196,848

9,045,813

49,960

7,055,960

685,880

　学校を運営していく上で必要な経費を確保し、学校運営の充実を図った。また、設置設備等の安全な運転と法令
等を遵守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行した。

【中学校施設維持・管理】 66,167,903円 0円 0円 451,470円 65,716,433円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 73,807,903 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

599,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 451,470 円

一 般 財 源 65,716,433 円

当 初 予 算 額 74,786,000 円

目
的

中学校を運営していく上で必要な経費を確
保し、学校の維持管理を行う。

予 算 現 額 71,492,000 円

決 算 額 66,766,903 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

事業進捗度 － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校管理費

決算事項別明細書 P111
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項 03

目 01

A

 市内全中学校の学校給食の衛生管理及び提供体制を整え、生徒に対し安全で安心な給食を提供した。

事業費内訳

報酬（給食配膳員） 円

共済費 円

需用費 円

役務費 円

備品購入費 円

　　給食配膳員作業 　　給食配膳員作業

36,300

354,200

10,140

294,531

2,948,928

【中学校給食管理事業】 3,644,099円 0円 0円 0円 3,644,099円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 4,348,199 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,644,099 円

当 初 予 算 額 4,219,000 円

目
的

市内中学校において、安全・安心かつ円滑
に給食を提供する。

予 算 現 額 3,876,000 円

決 算 額 3,644,099 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 平成30年度 中学校費

事業進捗度 － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 給食教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校給食管理費

決算事項別明細書 P111
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項 03

目 01

A

学校医（内科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科）、薬剤師による定期健康診断を実施し、生徒の健康状態

を把握するとともに、疾病の予防及び治療について指導を行った。

・対象学年　内科・眼科・歯科：全学年　　耳鼻咽喉科：1学年

血液検査、尿検査及び心電図検査を実施し、生徒の健康状態を把握し、疾病予防に努めた。

・対象学年　血液検査：2学年　尿検査：全学年　心電図検査：1学年

インフルエンザの予防対策として、マスク、ハンドソープ、加湿器等を購入し、各施設へ配布する

とともに、手洗いやうがいの励行を指導した。

インフルエンザ対策事業で購入した非接触型体温計（第二中学校）

【インフルエンザ対策事業】 149,552円 0円 0円 0円 149,552円

【各種検査】 2,029,764円 0円 0円 0円 2,029,764円

【定期健康診断】 2,044,940円 0円 0円 0円 2,044,940円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 6,336,556 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 4,224,256 円

当 初 予 算 額 4,593,000 円

目
的

学校医と連携を図り、生徒の健康管理を充
実する。

予 算 現 額 4,593,000 円

決 算 額 4,224,256 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

事業進捗度 － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校保健管理費

決算事項別明細書 P111
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項 03

目 01

A

過疎

基金

　中学校を運営していく上で、施設の破損、劣化等による危険箇所を確認し、維持修繕、工事を実施した。

　●経費の内訳

　・工事請負費

　●主な工事内容

　・空調設備等改修工事（二中、三中、伯太中）

　・トイレ改修工事（三中、伯太中）

　・法面等改修工事（三中）

　・給水管直圧切替工事（二中）

　・防水改修工事（三中（塔屋））

第三中学校校地法面等改修工事前 第三中学校校地法面等改修工事後

　※翌年度繰越額 円   （新型コロナウイルス感染症防止対策事業）

2,807,200 円

1,375,000 円

712,800 円

3,500,000

6,567,000 円

1,067,000 円

13,684,000 円

【中学校整備事業】 13,684,000円 0円 6,000,000円 7,000,000円 684,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.9人役 6,336,900 円 総事業費　　A+B 20,020,900 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

13,684,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 6,000,000 円

そ　の　他 7,000,000 円

一 般 財 源 684,000 円

事業進捗度 － 学校管理費

当 初 予 算 額 13,300,000 円

目
的

施設の維持管理の徹底及び教育環境の安全
確保と向上を図る。

予 算 現 額 17,600,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

決算事項別明細書 P111

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課



【繰越明許】
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項 03

目 01

A

国1/2

学校教育施設

　校内ネットワークの整備のため、調査委託、環境整備委託を行った。

　●経費の内訳

　・委託料

　●主な業務内容

　・校内LAN整備（校舎、屋内運動場）

　・電源キャビネット設置

電源キャビネット（充電保管庫） LANケーブル敷設

27,236,825 円

【中学校教育ICT環境整備事業】 27,236,825円 13,618,000円 13,600,000円 0円 18,825円

一般財源

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 27,236,825 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

13,618,000 円

地　方　債 13,600,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 18,825 円

当 初 予 算 額 0 円

目
的

教育のICT化により、生徒1人1台端末環境
で支障なく学習活動が行えるよう校内ネッ
トワークの整備を行う。予 算 現 額 51,200,000 円

決 算 額 27,236,825 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

事業進捗度 － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校整備費

決算事項別明細書 P113
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項 03

目 01

A

国

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

※学校保健特別対策事業費補助金充当事業

新型コロナウイルス感染症対策として、各中学校において消毒用アルコール、マスク、空気清浄機や

暖房器具等を購入し、感染予防対策を徹底しつつ、生徒の学びの保障に努めた。

中学校保健特別対策事業費で購入した加湿器（第三中学校）

【中学校保健特別対策事業費】 5,492,900円 5,492,900円 0円 0円 0円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 6,901,100 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

5,492,900 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 0 円

当 初 予 算 額 0 円

目
的

新型コロナウィルス感染症に対し、感染予
防対策を徹底しつつ、生徒の学びを保障す
る。予 算 現 額 5,500,000 円

決 算 額 5,492,900 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

事業進捗度 － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校保健特別対策事業費

決算事項別明細書 P113
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項 03

目 02

A

国
県

基金

・授業等で必要となるデジタル教科書、教材、図書を計画的に整備した。

・通学距離が6km以上（特別の事情がある場合は3km以上）の生徒に対して、広域生活バス定期券購

入額を補助する。広域生活バスが利用できない生徒に対しても年額12,000円以内の額を補助する。

遠距離通学の生徒77名に通学費を補助することにより、保護者の経済的負担の軽減と義務教育の円

滑な実施を図った。

理科教育等設備整備補助金（国1/2）を活用し理科等にかかる教材の充実を図った。

専門的指導者がいない中学校の部活動において実技指導力を備えた地域の指導者の活用を支援する。

令和2年度は部活動地域指導者12名が部活動指導に従事した。（県2/3）

新学習指導要領の全面実施に向け、各普通教室に配備した大型提示装置のリース料の支払いと、

令和3年3月に導入した授業支援ソフトの使用料の支払いを行った。

※新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

※公立学校情報機器整備費補助金

新型コロナウィルス感染防止のため休校となった場合、児童生徒の学びを確保するため、1人1台の

端末（779台）を導入した。また、特別支援教室と理科室に大型提示装置（50台）を配置した。

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

修学旅行の移動中の密集を避けるためバスの増便を行った。

また、修学旅行等をキャンセルした場合のキャンセル料の支払いを行った。

【小中学校修学旅行支援事業】 1,525,381円 1,525,381円 0円 0円 0円

【小中学校タブレット端末整備事業】 58,679,917円 58,679,917円 0円 0円 0円

令和2年度　修学旅行実施状況（中学校）

【ICT環境整備事業】 5,441,370円 0円 0円 0円 5,441,370円

【部活動地域指導者活用支援事業】 2,660,500円 850,000円 0円 0円 1,810,500円

【理科教育等設備整備事業】 1,457,195円 728,000円 0円 0円 729,195円

【中学校教育振興費】 14,737,476円 8,000円 0円 3,500,000円 11,229,476円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,520,500 円 総事業費　　A+B 88,022,339 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

61,791,298 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 3,500,000 円

一 般 財 源 19,210,541 円

当 初 予 算 額 19,640,000 円

目
的

生徒の学習環境を整えることにより、生徒
の学習意欲の向上を図り、創造性豊かな学
習を実践する。予 算 現 額 87,251,000 円

決 算 額 84,501,839 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

事業進捗度 － 教育振興費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校教育振興費

決算事項別明細書 P113

実施日 行き先 キャンセル料 バス増便料

第一中学校 中止 635,536

第二中学校  2/28～3/1 島根県 179,557

第三中学校 次年度へ延期

広瀬中学校 2/2～3 島根県・鳥取県 88,188 264,000

伯太中学校  2/24～26 島根県 358,100

合計 723,724 801,657

学　校　名
実施状況 支払実績
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10 会計 01

75 款 10

項 04

目 01

A

国
県

使用料外

・入園児童数 （単位：人）

　新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言中等において、医療従事者等社会機能を維持するために就業を継
続することが必要な家庭の子どもの受入れ先として、感染防止対策を講じながら継続して保育サービスを提供した
幼稚園職員に対し、業務に従事した心身の負担に対する慰労のため応援協力金（一人あたり50千円）を支給した。
【令和2年度保育所・放課後児童クラブ等従事者に対する応援協力金交付金　県1/2】
　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

　保護者から実費徴収される副食費について多子世帯の経済負担を軽減し、子育てしやすい環境づくりを推進する
ため、3人以上の子どもを育てている世帯の3人目以降の4・5歳児の副食費を免除した。（県1/2）
　また、国の基準により給食費が免除となる児童の給食費について負担した。

【応援協力金交付事業】 450,000円 450,000円 0円 0円 0円

【給食費助成事業（市立幼稚園）】 472,042円 76,000円 0円 0円 396,042円

計 74 71 53 49 35

宇賀荘幼稚園 休園 休園 休園 休園 休園

(R2.5.1)

安来幼稚園 74 71 53 49 35

施設名
H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度

(H28.5.1) (H29.5.1) (H30.5.1) (R1.5.1)

　●市内幼稚園（2園）

安来幼稚園、宇賀荘幼稚園（休園）

 園を運営していく上で必要な経費を確保し、園運営の充実を図った。また、設置設備等の安全な運転と法令等を
遵守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行した。

【幼稚園管理事業】 13,247,099円 374,000円 0円 345,776円 12,527,323円

一般財源

人件費コスト  B 4.5人役 31,684,500 円 総事業費　　A+B 45,853,641 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

14,169,141 円

財
源
内
訳

国・県支出金 900,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 345,776 円

一 般 財 源 12,923,365 円

事業進捗度 － 幼稚園費

当 初 予 算 額 15,183,000 円

目
的

幼稚園教育向上のため、必要経費を確保し
運営の充実を図る。

予 算 現 額 15,095,000 円

決 算 額

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

決算事項別明細書 P113

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課
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目 01

A

県10/10

負担金

【島根県幼児教育の質の向上のための緊急環境整備事業補助金　県10/10】

　安来幼稚園における新型コロナウイルス感染症拡大防止用の備品等を購入した。

【新型コロナウイルス感染症対策事業】 658,800円 658,000円 0円 0円 800円

　学校保健安全法施行規則に基づき、幼児の健康診断及び尿検査を実施し、入園児の健康状態を把握することで
健康管理を行い、疾病の予防に努めた。

【幼稚園保健管理事業】 202,500円 0円 0円 6,120円 196,380円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 1,565,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

861,300 円

財
源
内
訳

国・県支出金 658,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 6,120 円

一 般 財 源 197,180 円

事業進捗度 － 幼稚園費

当 初 予 算 額 312,000 円

目
的

園医と連携を図り、幼児の健康管理を充実
する。

予 算 現 額 1,312,000 円

決 算 額

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園保健管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

決算事項別明細書 P113

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課
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目 01

A

国
県

使用料外

・入園児童数 （単位：人）

1号

2号

計

1号

2号

計

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

0円

　新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言中等において、医療従事者等社会機能を維持するために就業を継
続することが必要な家庭の子どもの受入れ先として、感染防止対策を講じながら継続して保育サービスを提供した
幼稚園型認定こども園職員に対し、業務に従事した心身の負担に対する慰労のため応援協力金（一人あたり50千
円）を支給した。
【令和2年度保育所・放課後児童クラブ等従事者に対する応援協力金交付金　県1/2】

17

(他市町村からの入園児童は除く）

※能義こども園は令和2年度の入所希望児童数が10人未満だったため、休園とした。

※平成29年度までの島田こども園・能義こども園はそれぞれ島田幼稚園・能義幼稚園の入園児
童数

【応援協力金交付事業】 300,000円 300,000円 0円 0円

13 9 9 8

計 31 22 20 20

能義
こども園

13 9 8 6

休園1 2

3 6 10

18 13 11 12 17

(H29.5.1) (H30.5.1) (R1.5.1) (R2.5.1)

島田
こども園

18 13 8 6 7

●市内幼稚園型認定こども園（2園）

施設名
H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度

(H28.5.1)

　島田こども園を運営していく上で必要な経費を確保し、園運営の充実を図った。また、設置設備等の安全な運
転と法令等を遵守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行した。

【幼稚園型認定こども園管理事業】 7,635,612円 184,000円 0円 430,524円 7,021,088円

一般財源

人件費コスト  B 3.5人役 24,643,500 円 総事業費　　A+B 32,579,112 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

484,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 430,524 円

一 般 財 源 7,021,088 円

当 初 予 算 額 9,342,000 円

目
的

教育・保育の充実した提供のため、必要経
費を確保し運営の充実を図る。

予 算 現 額 9,341,000 円

決 算 額 7,935,612 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

事業進捗度 － 幼稚園費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園型認定こども園管理費

決算事項別明細書 P113
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A

県10/10

負担金

【島根県幼児教育の質の向上のための緊急環境整備事業補助金　県10/10】

　島田こども園における新型コロナウイルス感染症拡大防止用の備品等を購入した。

【新型コロナウイルス感染症対策事業】 840,670円 840,000円 0円 0円 670円

　学校保健安全法施行規則に基づき、幼児の健康診断及び尿検査を実施し、入園児の健康状態を把握することで
健康管理を行い、疾病の予防に努めた。

【幼稚園型認定こども園保健管理事業】 190,894円 0円 0円 2,890円 188,004円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 1,735,664 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

1,031,564 円

財
源
内
訳

国・県支出金 840,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,890 円

一 般 財 源 188,674 円

事業進捗度 － 幼稚園費

当 初 予 算 額 261,000 円

目
的

園医と連携を図り、幼児の健康管理を充実
する。

予 算 現 額 1,261,000 円

決 算 額

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園型認定こども園保健管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

決算事項別明細書 P113

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課
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目 01

A

県

諸収入

　開催講座：5　総参加者数：224人

　令和3年1月3日から令和3年11月21日に延期。会場は市民体育館に変更した。

　成人式出席予定者：319人（対象者409人）

　成人式実行委員会に業務委託し、新成人による企画（スライドショー）などのプログラムで成人式を開催するよ
う準備を進めてきた。しかし全国的な新型コロナウイルス感染症の影響により、令和3年11月に延期した。

【成人式開催事業】 510,556円 0円 0円 0円 510,556円

　社会教育活動に携わる社会教育主事を雇用し、地区交流センター、外部講師等との連携により、自然体験や星空
観察体験を行う「やすぎ子ども探検隊」事業を実施した。
　また、社会教育委員の会を開催し、次世代の育成や社会教育委員の活動について意見交換を行い、地域教育力の
向上に努めた。

星空観察会スタンプラリー

【社会教育事業】 2,886,859円 1,200,000円 0円 6,132円 1,680,727円

一般財源

人件費コスト  B 0.4人役 2,816,400 円 総事業費　　A+B 6,213,815 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

1,200,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 6,132 円

一 般 財 源 2,191,283 円

当 初 予 算 額 4,280,000 円

目
的

社会教育活動の活性化を進め、地域教育力
の向上を図る。地域資源を活用した体験学
習を通して青少年健全育成の推進を図る。予 算 現 額 3,845,000 円

決 算 額 3,397,415 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 社会教育総務費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 地域振興課

中事業 青少年の健全育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 社会教育総務費

決算事項別明細書 P115
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項 05

目 01

A

県2/3

学校支援（伯太中クラブ活動） 学校支援（広瀬小花いっぱい運動）

学校支援（安来一中特別支援学級） 学校支援（山佐小リモート交流）

　学校支援・放課後支援・家庭教育支援を総合的に調整する地域コーディネーターを中学校区に配置し、地域内の
連携により、地域全体で子育てに関わる仕組みづくりを行った。子育て支援に携わる地域人材の育成のための研修
を実施した。

【結集子育て協働プロジェクト事業】 476,731円 316,000円 0円 0円 160,731円

一般財源

人件費コスト  B 0.6人役 4,224,600 円 総事業費　　A+B 4,701,331 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

476,731 円

財
源
内
訳

国・県支出金 316,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 160,731 円

事業進捗度 － 社会教育総務費

当 初 予 算 額 1,560,000 円

目
的

地域住民が積極的に教育や子育て支援にか
かわる環境づくりを進め、学校・家庭・地
域住民の連携する仕組みを作ることによ
り、社会全体の教育力向上を図る。

予 算 現 額 625,000 円

決 算 額

中事業 青少年の健全育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 結集子育て協働プロジェクト事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P115

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 地域振興課
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A

国

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

・市内交流センター網戸設置工事 3,278,000円

・交流センター用空気清浄機購入 2,392,500円

・交流センターウェブ会議用機器購入 9,449,000円

空気清浄機設置

網戸設置工事 ウェブ会議用ノートパソコン

　中央及び地区交流センターの消防用施設保守点検の業務委託等について、包括的に実施した。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、市内すべての交流センターに網戸及び空気清浄機、ウェ
ブ会議用ノートパソコン等を設置した。

【交流センター包括事業】 18,010,123円 15,119,500円 0円 0円 2,890,623円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 20,122,423 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

18,010,123 円

財
源
内
訳

国・県支出金 15,119,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,890,623 円

事業進捗度 － 公民館費

当 初 予 算 額 3,178,000 円

目
的

中央交流センター及び地区交流センターの
共通する業務において入札契約等を包括的
に行い、コスト削減や事務の効率化を図
る。

予 算 現 額 20,520,000 円

決 算 額

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 公民館総務費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P115

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課
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　安来、広瀬、伯太の3中央交流センターについて保守点検の業務委託等、施設の維持管理を行った。

【中央交流センター維持管理事業】 21,917,800円 0円 0円 0円 21,917,800円

一般財源

人件費コスト  B 0.4人役 2,816,400 円 総事業費　　A+B 24,734,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

21,917,800 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 21,917,800 円

事業進捗度 － 公民館費

当 初 予 算 額 23,297,000 円

目
的

中央交流センターの維持管理を行い、生涯
学習の場を提供するとともに、地区交流セ
ンターの包括的支援を行う。予 算 現 額 23,013,000 円

決 算 額

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 中央公民館管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P115

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課
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県

過疎

基金

赤江交流センター：めだかクラブ 吉田交流センター：子ども塾（書き初め）

　2）地域力醸成支援事業　　荒島交流センターと赤屋交流センターで事業実施　　

　3）やすぎチャレンジ塾　　7チーム、31名の参加があり、年間6回開催

　交流センターが中心となって、地域の担い手育成と地域づくりを一体的に推進することにより、人が地域をつく
り、地域づくりを通じて人が育ち・人の輪がひろがる『循環型の地域づくり』を目指し、各種事業を実施した。

　1）地域ビジョン作成支援事業　　布部地区を支援　　

【つなぐ！ひろがる！地域づくり支援事業】 1,000,000円 500,000円 0円 0円 500,000円

やすぎチャレンジ塾地域ビジョン作成支援事業（布部）

　地区交流センターの施設維持管理及び事業を各交流センターに委託し、地域住民を対象とした学習会・講演会の
開催、地域の資源や人材を活用した地域振興事業、青少年健全育成事業、文化活動等、多彩な活動を通じて地域の
活性化を図った。併せて施設の修繕や備品の整備を行った。

【地区交流センター維持管理運営事業】 167,236,146円 0円 13,700,000円 29,261,000円 124,275,146円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 175,277,146 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

500,000 円

地　方　債 13,700,000 円

そ　の　他 29,261,000 円

一 般 財 源 124,775,146 円

当 初 予 算 額 169,552,000 円

目
的

地域コミュニティの中核である地区交流セ
ンターを中心に、地域振興事業や社会教育
活動を通じて地域力の醸成を図る。予 算 現 額 169,224,000 円

決 算 額 168,236,146 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 公民館費

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 地区公民館管理費

決算事項別明細書 P115
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A

基金

　中央交流センターを適正に管理し安全に利用するため、老朽化した施設の大規模改修等を行った。

≪施設改修工事≫

・伯太中央交流センター大集会室電灯設備改修工事 1,463,000円

　　伯太中央交流センター大集会室電灯設備改修工事

【中央交流センター施設整備事業】 1,804,550円 0円 0円 1,400,000円 404,550円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 2,508,650 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

1,804,550 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,400,000 円

一 般 財 源 404,550 円

事業進捗度 － 公民館費

当 初 予 算 額 1,543,000 円

目
的

中央交流センター施設の整備及び改修工事
を行う。

予 算 現 額 1,805,000 円

決 算 額

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 中央公民館整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P115

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課



70

20 会計 01

30 款 10

項 05

目 02

A

基金

≪施設改修工事≫

・能義交流センター外壁塗装改修工事 5,493,400円

・荒島交流センター倉庫及び自転車置場設置工事 2,200,000円

　　　　能義交流センター外壁塗装改修工事

　　　　　荒島交流センター倉庫設置工事 　荒島交流センター自転車置場設置工事

地区交流センターを適正に管理し安全に利用するため、老朽化した施設の大規模改修等を行った。

【地区交流センター施設整備事業】 7,858,400円 0円 0円 7,400,000円 458,400円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 8,562,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,400,000 円

一 般 財 源 458,400 円

当 初 予 算 額 8,000,000 円

目
的

地区交流センター施設の整備及び改修工事
を行う。

予 算 現 額 8,000,000 円

決 算 額 7,858,400 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 公民館費

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 地区公民館整備費

決算事項別明細書 P115
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繰入金外

主な事業

のみ行った。また各施設への巡回図書等の事業や空調整備を行い利用者サービスの向上を図った。

■図書館別貸出数（冊）

■図書館別蔵書数（冊）

計 250,772 256,711 261,444

※　翌年度繰越額　6,600,000円

はくた中央図書室 71,900 73,667 75,510

ひろせ図書室 22,497 23,845 24,915

区　分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

安来市立図書館 156,375 159,199 161,019

ひろせ図書室 23,964 21,345 18,210

計 284,560 275,785 232,694

安来市立図書館 211,997 208,876 173,966

はくた中央図書室 48,599 45,564 40,518

区　　分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

2. 読書普及活動：秋の読書週間・子ども読書週間におけるお薦め図書の紹介・展示

3．展　示：写真展、グレイスフラワー展、エコバック展示会　他

4．館外事業：小学校・保育所・交流センター等でのストーリーテリング、おはなし等の参加　　

5．施設への資料配本　

6．職場体験・職場研修の受入れ

7．図書館広報誌「メイプル」の発行

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、行事は換気・ソーシャルディスタンスに配慮しながら厳選したもの

1．市民向け講座・行事：安来探訪講座、夏休み図書館のつどい 他

安来・はくた・ひろせの各図書館（室）でさまざまな事業に取り組み、相互に巡回を通して連携を図った。

○開館日数　安来：258日　はくた：251日　ひろせ：248日　　○登録者数　22,185人（新規登録者数　418人）

○個人貸出冊数：185,701冊　団体・巡回貸出46,993冊　市民一人当たり5.0冊貸出（個人貸出のみ）

【市立図書館運営事業】 63,247,333円 0円 0円 2,157,215円 61,090,118円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 70,288,333 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,157,215 円

一 般 財 源 61,090,118 円

当 初 予 算 額 64,174,000 円

目
的

生涯学習の場として市民の知る権利を保証
する。また、図書、記録その他必要な資料
を収集し、整理し、保存して、一般公衆の
利用に供し、その教養、調査研究レクリエ
－ション等に資することを目的として、図
書館機能を充実させる。

予 算 現 額 70,264,000 円

決 算 額 63,247,333 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 図書館費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

中事業 生涯学習の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 市立図書館費

決算事項別明細書 P117
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　総合文化ホールの維持管理に係る計画的な備品の購入及び緊急修繕を行った。

　ネットワーク会議システムを導入し、コロナ禍においても市民に幅広く利用してもらう環境を整備した。

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

　新型コロナウイルス感染防止対策に必要な物品を整備し、施設利用者や入場者の感染防止対策を行った。

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

【総合文化ホール感染防止対策事業】 2,183,500円 2,183,500円 0円 0円 0円

【ネットワーク会議・研修環境構築事業】 1,232,000円 1,232,000円 0円 0円 0円

【総合文化ホール整備事業】 1,980,044円 0円 0円 0円 1,980,044円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 12,436,544 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

3,415,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,980,044 円

当 初 予 算 額 2,497,000 円

目
的

総合文化ホールが市民の交流活動、文化芸
術活動、教育活動などに寄与するよう整備
する。予 算 現 額 5,619,000 円

決 算 額 5,395,544 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 文化芸術施設費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 総合文化ホール整備事業費

決算事項別明細書 P117

ネットワーク会議システム

間隔をあけた座席の利用を促す

ためのリミットテープ

マイク等殺菌線消毒保管庫
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国10/10

　安来市総合文化ホール「アルテピア」の管理運営を指定管理者に委託した。R2年度入館者数：68,446人

アルテピア主催・共催事業（全12事業※自主採算事業除く）

R3.2.11（木） DRUM TAO THE BEST LIVE 祭響-Saikyo-

R3.2.6（土）～23（火） トリックアート展inアルテピア

R2.11.22（日） HAGANEツリー点灯祭2020

R2.12.23（水）～25（金） アルテピアライトアップ

R3.1.31（日） 白崎映美&東北6県ろ～るショー!!-Stand by Me!あほんだらツアー

R2.11.20（金） PAN NOTE MAGICアウトリーチ

R2.11.21（土） PAN NOTE MAGICワークショップ「みんなでならそう！バルーンバグパイプ」

R2.11.22（日） PAN NOTE MAGIC

R2.10.13（火） ALTEPIA Premium Café アウトリーチ

R2.10.25（日） しまね映画祭

R2.11.13（金） ドライブインシアター

R2.10.8（木）～11（日） アルテピアライトアップ

開催日 公演等

【総合文化ホール運営事業】 160,000,000円 0円 0円 0円 160,000,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.6人役 11,265,600 円 総事業費　　A+B 178,546,454 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

167,280,854 円

財
源
内
訳

国・県支出金 1,596,425 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 165,684,429 円

事業進捗度 － 文化芸術施設費

当 初 予 算 額 168,201,000 円

目
的

「演じる」「観る・聴く」「集う」を基本
理念に掲げ、まちづくり・ひとづくりの拠
点施設となるよう管理運営を行う。予 算 現 額 172,581,000 円

決 算 額

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 総合文化ホール運営費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P117

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

PAN NOTE MAGICアウトリーチ（島田小学校）の様子 トリックアート展チラシ



　総合文化ホール施設利用料（安来市利用分）ほか

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

　新型コロナウイルス感染症対策として、施設の利用人数の上限を1/2に制限し、施設利用料を現行利用料の1/2
とした際の利用料金減収部分の支援を行った。

R3.3.20（土） 伯太太鼓公演 伯太太鼓

【指定管理施設利用制限協力金事業】 739,233円 0円 0円 0円 739,233円

R3.3.14（日） さくらSSCダンス教室発表会 さくら総合スポーツクラブ

R3.3.19（金） 情報科学高校吹奏楽部　演奏会 島根県立情報科学高等学校

R3.3.12（金） やすぎジュニアブラスバンド　卒業コンサート やすぎジュニアブラスバンド

R3.3.13（土） Groovin'Lab 定期演奏会 Groovin'Lab

R3.2.20（土） 美響コンサート 美響

R3.3.6（土） ひまわり会　6年生最後の発表会大人の発表会 ひまわり会

R3.1.8（金） ドンキー田中コンサート sanin.p.k.

R3.2.13（土） 米子がいな太鼓保存会 米子がいな太鼓保存会

R2.11.27（金） 島根県警察音楽隊パトロールコンサート 島根県警察本部警務部広報県民課

R2.12.27（日） 比田太鼓で地域に元気を与えよう 比田太鼓

R2.11.1（日） 和太鼓演奏会 社日和太鼓演奏会

R2.11.8（日） ダンススタジオジャム2020Stage ダンススタジオジャム

　新型コロナウイルス感染症対策として活動を自粛してきた文化団体や個人に対し、無観客で動画配信を行った
場合の総合文化ホール施設利用料を支援し、活動を再開するための場を提供した。（全14団体が実施）

開催日 公演内容 申請団体

R2.8.27（木） ポップデュオあーちゃんずライブ 昔話音楽座

【文化活動無観客動画配信支援事業】 1,596,425円 1,596,425円 0円 0円 0円

安来市美術展出展者数 80 - -

【その他文化振興事業】 4,295,196円 0円 0円 0円 4,295,196円

「安来市総合文化祭」（開催期間　R2.10.4（日）～11.15（日））
　芸術文化を愛好する市民に気軽に発表できる機会と場を提供するとともに、作品鑑賞等で芸術文化への関心を
高めることを目的として開催した。安来総合文化ホールなどで展示部門や文芸部門、ステージ部門など12部門で
多彩に開催し、出展・参加者数293人、来場者数808人であった。
「安来市美術展」
　令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止。

成果指標 目標値 実績値 差引

安来市総合文化祭出展・参加者数 400 293 △ 107

【総合文化祭、美術展開催事業】 650,000円 0円 0円 0円 650,000円

無観客動画配信の様子
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使用料外

・和鋼博物館所蔵刀剣関係古文書修復を行った。

刀剣関係古文書修復　絹本掛け軸 修復前（左）修復後（右）

・和鋼博物館の空調設備改修工事、レストラン階段用照明器具取替等の改修を行った。

【学芸関係事業】 3,685,000円 0円 0円 2,456,000円 1,229,000円

・金屋子神話民俗館の管理と運営を行った。 

【鉄の歴史博物館改修事業】 3,609,925円 0円 0円 0円 3,609,925円

【金屋子神話民俗館管理運営業務】 2,903,098円 0円 0円 121,440円 2,781,658円

和鋼博物館入館者数 9,500人 4,837人 △4,663人

・和鋼博物館三大柱である「ハガネ」「たたら」「日本刀」の事業及び研究を行った。

成果指標 目標値 実績値 差引

【和鋼博物館管理運営業務】 34,940,083円 0円 0円 2,947,269円 31,992,814円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 52,179,106 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

45,138,106 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,524,709 円

一 般 財 源 39,613,397 円

事業進捗度 － 文化芸術施設費

当 初 予 算 額 49,246,000 円

目
的

和鋼博物館、金屋子神話民俗館について鉄
に関わる歴史、文化等に関する資料の収
集・保管・展示及び調査研究を行い、市民
の利用に供し、文化の発展に資する。

予 算 現 額 47,975,000 円

決 算 額

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 和鋼博物館費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P117

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課
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　はくた文化学習館について保守点検の業務委託等、施設の維持管理を行った。

【文化学習館維持管理事業】 3,605,845円 0円 0円 0円 3,605,845円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 5,014,045 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

3,605,845 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,605,845 円

事業進捗度 － 文化芸術施設費

当 初 予 算 額 3,899,000 円

目
的

市民の生涯にわたる学習活動を支援し、文
化の充実と振興を推進するため、はくた文
化学習館の施設の維持管理を行う。予 算 現 額 3,899,000 円

決 算 額

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 文化学習館費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P117

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 地域振興課
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入館料

民俗資料館の整理・移動を進め、老朽化した収蔵庫の機能移転、集約を図る。

令和2年度は、各民俗資料収蔵庫の資料整理を進めた。

【民俗資料館改修事業】 138,416円 0円 0円 0円 138,416円

安来市の民俗を体系的に理解できるような展示を心がけ、安来市の民俗を知る上での資料整備と活用を進めた。

また、小学校の授業等、児童・生徒の地域・歴史学習に利用しやすい環境を整えた。

歴史資料館入館者数 5,600 4,184 △ 1,416

【民俗資料館管理運営事業】 162,981円 0円 0円 0円 162,981円

成果指標 目標値 実績値 差引

安来市の歴史を体系的に理解できるような展示を心がけ、資料収集・保存や分析を通して、安来市の歴史を知る

上での資料整備と活用を進めた。また企画展等の開催を通じて、児童・生徒の地域・歴史学習や市民の生涯学習

に利用しやすい環境を整えた。

【歴史資料館管理運営事業】 4,998,725円 0円 0円 750,405円 4,248,320円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,520,500 円 総事業費　　A+B 8,820,622 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 750,405 円

一 般 財 源 4,549,717 円

当 初 予 算 額 5,766,000 円

目
的

展示品・収蔵品の保護に努め、将来にわた
る文化伝承に資するとともに市民文化の醸
成を図る。予 算 現 額 5,433,000 円

決 算 額 5,300,122 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 文化芸術施設費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 歴史・民俗資料館費

決算事項別明細書 P117
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 刊行を行った。

   松江市・愛知県大口町とともに、堀尾吉晴公共同研究を行った。令和2年度は、最終年度として報告書の

※　翌年度繰越額　1,995,000円

【堀尾吉晴公共同研究会】 250,000円 0円 0円 0円 250,000円

   資料調査において、鉄の生産と運送に携わった松浦家、浜田家に伝わる資料の整理、写真撮影を行うととも

 に、今後調査すべき資料の情報収集と聞き取り調査を進めた。

【鉄の積出港安来の調査研究】 138,000円 0円 0円 0円 138,000円

　 市内の文化財の保護と活用を行うため、安来市文化財保護委員等の専門的な知見を通じて、調査・検討を進

 めた。　　

【文化財総務事業】 393,432円 0円 0円 0円 393,432円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 7,822,432 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

781,432 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 781,432 円

事業進捗度 － 文化財保護費

当 初 予 算 額 1,406,000 円

目
的

歴史資料である指定文化財等の保護に努
め、またそれを活用することにより、地域
づくり、まちづくりの振興に寄与する。予 算 現 額 2,902,000 円

決 算 額

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 文化財総務費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

決算事項別明細書 P119

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課
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国
県

一般補助施設

基金

決算事項別明細書 P119

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 史跡富田城整備事業費 教育費

事業開始年度 平成27年度 社会教育費

事業進捗度 － 文化財保護費

当 初 予 算 額 73,108,000 円

目
的

月山富田城の整備を行うことにより、貴重
な文化財を後世に残すと共に文化財を活か
したまちづくりを進める。予 算 現 額 54,401,000 円

決 算 額 53,756,368 円

財
源
内
訳

国・県支出金 12,944,000 円

地　方　債 8,100,000 円

そ　の　他 20,000,000 円

一 般 財 源 12,712,368 円

人件費コスト  B 1.5人役 10,561,500 円 総事業費　　A+B 64,317,868 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【史跡富田城跡整備事業】 29,497,040円 11,862,000円 8,100,000円 0円 9,535,040円

　月山富田城跡を地域のシンボルとして、観光資源及び生涯学習の場として活用できるよう城跡の顕在化を

行っている。令和2年度は千畳平地区の東屋建設、山頂部の道標設置、山中御殿地区の法面保護工事及び雨水

　排水工事、歴史資料館の施設整備などを実施した。

【史跡富田城跡買上げ事業】 22,093,648円 0円 0円 20,000,000円 2,093,648円

　　月山富田城跡の保存活用を図るため、公有地化を図っている。令和2年度は主要遺構である千畳平地区に

　おいて1件の移転補償を実施した。

【史跡富田城跡発掘調査事業】 2,165,680円 1,082,000円 0円 0円 1,083,680円

歴史資料館施設整備　整備状況千畳平地区東屋建設　整備状況

　　遺構の整備活用を図る上で欠かせない基礎的調査事業を行うもの。令和2年度は千畳平地区において石垣の

　調査を行い、遺構の状態を確認し、測量を行った。また航空レーザー測量を実施し、将来的な史跡指定や活用

　に向けて、地形に関わる情報を収集した。調査成果の図化は令和3年度に実施する。
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国1/2

　史跡富田城跡整備事業に伴い、千畳平地区の石垣及び石垣前面の通路跡等の遺構調査を行った。

　発掘調査によって出土した遺物等の記録保存のため、整理作業を進める作業室の管理を行った。

決算事項別明細書 P119

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 発掘調査事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 文化財保護費

当 初 予 算 額 1,609,000 円

目
的

各種開発事業を円滑に進めるため、開発予
定地の分布・試掘調査を行い、埋蔵文化財
の有無について確認する。また重要遺跡に
ついてその範囲・性格等を確認する。

予 算 現 額 1,290,000 円

決 算 額 1,223,364 円

財
源
内
訳

国・県支出金 578,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 645,364 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,520,500 円 総事業費　　A+B 4,743,864 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【市内遺跡発掘調査等】 1,157,845円 578,000円 0円 0円 579,845円

【文化財整理作業室管理事業】 65,519円 0円 0円 0円 65,519円
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決算事項別明細書 P119

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 史跡公園管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 文化財保護費

当 初 予 算 額 9,251,000 円

目
的

史跡公園等の管理運営を行い、来訪者の利
便性の確保と文化財の活用を図る。

予 算 現 額 9,286,000 円

決 算 額 9,162,513 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 21,040 円

一 般 財 源 9,141,473 円

人件費コスト  B 1.5人役 10,561,500 円 総事業費　　A+B 19,724,013 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

　史跡公園を保護活用するための維持管理経費。

【史跡公園整備事業】 1,402,500円 0円 0円 0円 1,402,500円

【古代出雲王陵の丘造山公園指定管理事業】 2,174,000円 0円 0円 0円 2,174,000円

　古代出雲王陵の丘造山公園の管理者を地元団体に依頼することにより、行政と地域が一体となった地域振興を

展開し、同公園の有効利用を進めるための指定管理費。

　史跡公園の施設の利便性を高めるため整備を行う。令和2年度は古代出雲王陵の丘造山公園トイレの簡易水洗

化工事を実施した。

【史跡公園管理事業】 5,586,013円 0円 0円 21,040円 5,564,973円
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諸収入

　●人権同和教育指導講師による啓発活動の実施

　コロナ禍の状況で出向いていく研修の開催も難しい状況の中、どじょっこテレビを活用したオンライン講座、

　資料をまとめて配布のみ行うなど、工夫をしながら啓発活動を実施した。

講座実施回数 22回 講座参加者数 722名

オンライン講座実施回数 2回

　●安来市人権・同和教育推進協議会の活動

　市内の事業所や企業、団体等で組織する協議会でイベントや研修会を実施し、様々な人権課題について

　啓発を行うことができた。

　（主な事業）

　・人権フェスティバル「つなげて未来や」の開催　

無観客で開催し、どじょっこテレビの番組として放映した。

　・安来市企業等人権・同和問題研修会の開催

市内の事業所向けの研修会を開催した。　37名参加

　・各地区人権・同和教育推進協議会の活動支援

　地元に施設を譲渡するため、丸山集会所および東飯梨集会所の改修工事を行った。

「生活自立支援のための講座」等を開始している地域自主組織 8 0 △8

男女共同参画の視点に立った学習会を開催している地域自主組織 24 23 △1

男女共同参画に関する講座等の実施回数 30 8 △22

改修後の丸山集会所 改修後の東飯梨集会所

成果指標 目標値 実績値 差引

【教育集会所改修事業】 6,613,694円 0円 0円 0円 6,613,694円

【人権同和教育事業】 4,690,368円 275,000円 0円 8,593円 4,406,775円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 18,345,062 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,593 円

一 般 財 源 11,020,469 円

事業進捗度 － 人権同和教育費

当 初 予 算 額 7,162,000 円

目
的

人権・同和問題の早期解決、あらゆる人権
課題の啓発のため、地域と行政が一体と
なった取り組みを推進する。予 算 現 額 13,206,000 円

決 算 額

決算事項別明細書 P119

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 人権施策推進課

中事業 人権尊重・男女共同参画・平和行政の推進

予
算
科
目

一般会計

小事業 人権同和教育総務費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

11,304,062 円

財
源
内
訳

国・県支出金 275,000 円
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加納美術館年度別入館者数

【加納美術館改修事業】

工事を実施した。

工事監理費

改修工事費

その他経費

当 初 予 算 額 8,776,000 円

目
的

加納美術館のバリアフリー機能強化を含め
たリニューアルのための改修工事を実施
し、安来市の文化・芸術活動の振興を図
り、市民の文化向上に資する。

予 算 現 額 64,991,000 円

決 算 額 64,757,500 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

総事業費　　A+B 73,206,700 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

【加納美術館指定管理】 8,682,041円 0円 0円 0円 8,682,041円

0円 1,875,459円

　多様な展示に対応可能な展示室とすることに併せ、バリアフリー機能強化を含めたリニューアルのための改修

2,006,482円

52,204,977円

1,864,000円

決算事項別明細書 P121

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 文化振興費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

　（公財）加納美術振興財団を指定管理者として、管理運営を委託している。令和2年度は改修工事実施のため

に10月より休館した。

54,200,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 10,557,500 円

人件費コスト  B 1.2人役 8,449,200 円

事業進捗度 － 文化振興費

 入館者数 10,565人 10,274人 11,662人 9,661人 14,041人 3,540人

56,075,459円 0円 54,200,000円
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A

過疎

決算事項別明細書 P121

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 文化振興費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

事業進捗度 － 文化振興費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

多様な展示に対応可能な展示室への改修に
併せ、バリアフリー機能強化を含めたリ
ニューアルのための改修工事実施に必要な
設計業務及び手続き

予 算 現 額 2,824,000 円

決 算 額 2,744,500 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 2,400,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 344,500 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 2,744,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【加納美術館改修事業】 2,744,500円 0円 2,400,000円 0円 344,500円

　安来市加納美術館改修工事のための実施設計などを行った。　　
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項 06

目 01

A

使用料外

　ジュニアオリンピック大会等の全国大会出場者へ激励金を交付した。

（交付件数：個人3件、団体1件）

　先進地視察、研修会及び障がい者スポーツの活動支援等を実施し、スポーツ活動の推進に努めた。

（主な事業）

・三中校区特別支援学級合同学習会　開催日：令和2年11月17日（火）会場：荒島小学校体育館

・邑南町ゴールボール視察事業　　　視察日：令和2年12月12日（土）

・救命救急・ニュースポーツ研修会　開催日：令和3年1月30日（土）会場：伯太体育館

・島根スサノオマジック「夢授業」

開催日：令和3年2月16日（火）会場：安来幼稚園、認定こども園安田、母里小学校

　市内の小学校・認定こども園・幼稚園に島根スサノオマジックの選手を招いた「夢授業」を実施し、地域の活性
化と青少年の健全育成等を図った。また、Bリーグ安来市大会を、令和2年12月26日（土）、27日（日）に開催し、
両日、シャトルバスを4台運行した。

認定こども園安田での夢授業の様子 母里小学校での夢授業の様子

【島根スサノオマジック関連事業】 436,000円 0円 0円 0円 436,000円

【スポーツ推進委員に関する事業】 1,381,700円 0円 0円 0円 1,381,700円

【文化・スポーツ活動全国大会等派遣支援事業】 130,000円 0円 0円 0円 130,000円

　安来市スポーツ推進審議会を開催し、第2期安来市スポーツ推進計画に基づき、令和元年度の各スポーツ団体の
事業実施状況を報告した。（令和2年9月30日開催）

【スポーツ推進審議会開催事業】 38,400円 0円 0円 0円 38,400円

一般財源

人件費コスト  B 1.3人役 9,153,300 円 総事業費　　A+B 106,415,901 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 11,176,899 円

一 般 財 源 86,085,702 円

当 初 予 算 額 110,684,000 円

目
的

スポーツ・レクリエーション活動の推進及
び活性化を図り、市民の健康づくりの促進
と交流人口の拡大を図る。予 算 現 額 99,132,000 円

決 算 額 97,262,601 円

財
源
内
訳

国・県支出金

教育費

事業開始年度 令和2年度 保健体育費

事業進捗度 － 保健体育総務費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 保健体育総務費

決算事項別明細書 P121



　体育施設の管理運営を指定管理者に委託し、施設の利用促進を図った。

「市民体育館」「安来運動公園」：NPO法人さくら総合スポーツクラブ

「広瀬中央公園」　　　　　　　：（株）TKSS

「伯太運動広場」　　　　　　　：（株）伯水工務店

　ニュースポーツ備品購入、体育施設保険加入等

　令和2年度　安来市スポーツ指導者研修会の開催
　　期日：令和3年2月14日（日）　場所：伯太中央交流センター（わかさ会館）　講師：佐々木　久美氏
　　演題：「ジュニアアスリートのスポーツ栄養学」

スポーツ指導者研修会

　安来市体育協会が行い、地域のスポーツ活動の推進とコミュニケーションの醸成及び各競技団体の競技力向上
を図るための活動に対し補助金を交付した。
　開催事業：市民健康ウォーキング、体協だより発行他

【その他スポーツ振興事業】 3,501,501円 0円 0円 9,183円 3,492,318円

【安来市体育協会補助事業】 10,300,000円 0円 0円 0円 10,300,000円

施設利用者数（人） 124,000 81,988 △ 42,012

成果指標 目標値 実績値 差引

【体育文化施設指定管理事業】 81,475,000円 0円 0円 11,167,716円 70,307,284円
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目 02

A

国1/3

使用料外

　体育施設の除草等の環境整備を行い、安全性の確保に努めた。

　体育施設の維持管理、施設修繕を行い、安全で快適なスポーツ環境を提供した。

（管理施設）

・社会体育施設

「安来球場」・「安来西部球場」・「伯太運動広場」・「安来南体育館」・「広瀬体育館」

・「伯太体育館」・「勤労者体育センター」・「東比田運動広場」・「山佐運動広場」

・都市公園施設

「安来公園市民体育館」・「安来運動公園野球場、庭球場、陸上競技場、市民プール」

「広瀬中央公園総合体育館、野球場、庭球場、陸上競技場」

（主な修繕）

「学校施設環境改善交付金事業」

・安来市民体育館　選手控室換気扇取替修繕

・安来南体育館球技場照明修繕

・安来運動公園マンホールポンプ場ポンプ取替修繕

・伯太体育館庇修繕 安来運動公園マンホールポンプ取替修繕

・安来市民プールシャワールーム前ユニットヒーター修繕

　体育施設の保守点検等を行い、適切な施設管理を行った。

・伯太体育館管理業務

・広瀬勤労者体育センター管理指導業務

・伯太体育館自家用電気工作物保安管理

・消防用設備等法定点検

・安来西部球場浄化槽維持管理

・光熱水費等管理経費

成果指標 目標値 実績値 差引

施設利用者数（人） 25,000 17,732 △ 7,268

【体育施設管理事業】 8,592,433円 0円 0円 744,905円 7,847,528円

【体育施設修繕事業】 4,902,073円 120,000円 0円 0円 4,782,073円

【体育施設環境整備事業】 630,410円 0円 0円 0円 630,410円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,520,500 円 総事業費　　A+B 17,645,416 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

14,124,916 円

財
源
内
訳

国・県支出金 120,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 744,905 円

一 般 財 源 13,260,011 円

事業進捗度 － 体育施設費

当 初 予 算 額 15,436,000 円

目
的

適切な体育施設の管理のもと、スポーツの
場を提供するとともに、利用者の利便性向
上を図る。予 算 現 額 15,230,000 円

決 算 額

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 体育施設管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 保健体育費

決算事項別明細書 P121

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課
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A

国

過疎

　体育施設の施設改修及び整備を行い、安全で快適なスポーツ環境を提供した。

　●広瀬中央公園総合体育館耐震改修工事

　　　地震の際に倒壊・崩壊の危険性が高いと診断された広瀬中央公園総合体育館の耐震改修工事を令

　　和2年度から令和3年度にかけて実施。

●建築工事（令和2年度末出来高：52.60％）

　耐震改修、外壁改修、屋根改修、特定天井改修、内部改修、建具改修、小体育館の除去を

中心に令和2年度から開始した。

●電気設備工事（令和2年度末出来高：63.57％）

　令和2年度は、既設照明器具・天井内配線等の撤去、発電設備の更新等を実施した。

●工事監理業務委託（令和2年度末出来高：51.46％）

　令和2年度から広瀬中央公園総合体育館耐震改修工事の工事監理を開始した。

　●広瀬中央公園総合体育館トイレ改修工事設計業務

　　令和3年度に実施する広瀬中央公園総合体育館トイレ改修工事の設計を業者へ委託した。

照明器具撤去 発電機設置

小体育館 内外解体 鉄骨壁ブレース取付

【体育施設整備事業】 170,442,250円 5,558,000円 164,800,000円 0円 84,250円

一般財源

人件費コスト  B 0.6人役 4,224,600 円 総事業費　　A+B 174,666,850 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

170,442,250 円

財
源
内
訳

国・県支出金 5,558,000 円

地　方　債 164,800,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 84,250 円

事業進捗度 － 体育施設費

当 初 予 算 額 250,000,000 円

目
的

老朽化した施設及び設備の改修を行い、安
全、快適な施設を提供する。施設の利便性
を向上させ、利用者人口の拡大を図る。予 算 現 額 170,443,000 円

決 算 額

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 体育施設整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 保健体育費

決算事項別明細書 P121

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課
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A

使用料

 市民プールの維持管理を行い、安全で快適な施設を提供した。

介護予防教室の様子

成果指標 目標値 実績値 差引

施設利用者数（人） 44,000 38,383 △ 5,617

【市民プール維持管理経費】 9,552,922円 0円 0円 4,009,521円 5,543,401円

　NPO法人さくら総合スポーツクラブへスイミングスクール業務を委託し、水泳教室や健康教室を開催し、競技力
の向上及び市民の健康増進や高齢者の介護予防を行った。

【市民プール業務委託事業】 42,973,000円 0円 0円 42,973,000円 0円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 53,934,122 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

52,525,922 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 46,982,521 円

一 般 財 源 5,543,401 円

事業進捗度 － 体育施設費

当 初 予 算 額 53,289,000 円

目
的

市民のスポーツ活動や健康増進、高齢期に
おける介護予防の場である水泳プール（屋
内）施設の適切な運営・管理を図る。予 算 現 額 53,283,000 円

決 算 額

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 市民プール事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 保健体育費

決算事項別明細書 P121

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課
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A

諸収入外

　　令和2年度は第一中学校、第二中学校、第三中学校、広瀬中学校、伯太中学校、十神小学校、社日小学校、

　宇賀荘小学校、南小学校、能義小学校、飯梨小学校、荒島小学校、赤江小学校、広瀬小学校、安田小学校、

　母里小学校、安来幼稚園に給食を配食した。（約3,000食/日分）

給食調理作業(汁物） 給食配送作業

カミカミ献立（6月4日） 給食記念日献立（1月28日）

【給食センター管理費】 202,891,193円 0円 0円 9,775円 202,881,418円

一般財源

人件費コスト  B 3.1人役 21,827,100 円 総事業費　　A+B 224,718,293 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

202,891,193 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 9,775 円

一 般 財 源 202,881,418 円

事業進捗度 － 給食施設費

当 初 予 算 額 205,228,000 円

目
的

給食センターの管理運営を行う。

予 算 現 額 205,840,000 円

決 算 額

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 給食センター管理費 教育費

事業開始年度 平成27年度 保健体育費

決算事項別明細書 P123

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 給食教育課


